
一般用 貸室賃貸借受締　　　盟良豊凱

賃貸人（以下「刊という）と貸借人（以下「乙」という）及び乙の連帯保喜入（以下「刺という）は、頭書

（1）に記載する物件（以下「本貸室」という）について、以下の各条如こより貸窒賃貸借葵的（以下「事実網」

という）を持緒し、その優しとして本書を作成し、各自署名接印のうえ保有する。

（1） 表 示 �名縞・窒番号 �� 所　在　地 �� 

面　取　り �� ��専有面積 � 

構　　　迂 �� ��建物所有者 � 

梁 �重賞人（甲） �� ��乙の豊練訊くl〉㈲ � 後備人（乙） �� ��乙の劃議義人の㈲ � 

（3） 関 南 �契約細面 �� 

（4） 電 支 払 条 件 �月 嶺 � ��円 �金融機関 � 

円 �店∴∴∴名 � 

円 �蹟全種別 � 

円 �ロ塵番号 � 

円 �ブリがナ � 

円 �口座名差入 � 

円 �支払方法 �自動口塵頼畿・上記口塵振込 

月　額合評 ���円 �支払期限 �竪月分を当月末日までに支払う 

契 約 捨 金 � ��円 �遷延損害金 �年14，6％（1年を郭5日として田篇議） 円 �日動l鳩義足勤！ �1ケ月を真田敦とする 

由 �勘的鮒陥鯉 � 

円 � � 

円 � � 

轟 �名ii称 所／在地 霊　語 �� 

（6） 特 約 特 記 事 項 � 

契約購縞目
平成　　年　　　月　　　日

賃貸人保管

印 

賞情人 （乙） �個 人 � �����1割 

住i所　T 

氏名　　　　　　　　　　　　重電（） 

法 人 �i所在握　手 �����印 
社　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　書籍　（　） 

書類送付先 

担当部薯　　　　　　　　　担当者名　　∴軍籍　（　） 

i振込名義人 

大 雪 軍 需 �i氏　　名 �練絹 �生年月日 �性別 �勤務先及び連絡先 
7鴨場ナ � �S �第・女 �職務先 

・　年　月　日 ��所在継手 
H ��軍　籍　　　　〈－　　） 

S・H　年　月∴H �男・女 � 

SH　年　月∴甘 �男・女 � 

S・H　年　月　日 �男・女 � 

S・H　年　月　日 �第・女 � 

i乙の嚢割賦臥（1）（珊 ��〒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l馴教書細田言付 ������実印 

住　所 

アリがナ 

i氏　名　　　　　　　　　　　　　　　　生年月日　S・鯖∴∴年‘月 ����� 

章．寧　　　（　）　　　　　　　乙との練櫛 

び槌需鱒臥（2）（㈲ ��∴∴手　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i即”重事軸長持青 ������i・実印‘ 

住　所 

ブリがナ �����1㌔． 

氏、「名一　　　　　　　　　　　　　　　　　生年 ����月日　S・H　　年　　月 

嶋　崎　　　　　（　　）　　　　　　　　　　乙との纏綿 

仲介人 ��免群番号 
住　所　　　　　　　　　　　　　　　　登録番号 

氏　名　　　　　　　印　瑚主任鮪∴∴∴∴印 
置　　詣 

仲介人 ��免許番号 貰…　　　　即　諾霊　　　印 
置　　蕗 

①大和．）ビング株式会社　機運，iocl00具



篇i青く賃職人の複教義び農事の義雄●）
1．番後継後書の書が大和リビング亀式会社では種目・場合、青葉胸に基づく種の重義員び物置のうち、糠の事
績I：つき、○か細書義教の事の代績人（大和リビング複式会社．mT r亨の代置人」という）（ニ審接すあご
とt乙ii意なした。
〇着後備真鯛の篇絡、細物の支置、購鋤に能う徽章貴び事ae徽I二〇十あ曾章、要簾の意義轟芯の隻置轟け

要篇支持の置場●
④義持での置、？かこの婁軌こより乙震納Iこ青書細を青すら食後の細家具が代言支細●
㊥乙、乙が競合し、かつ細が意なした書く畝Tr入管書」という）、照からの事寓鴨‘＝基づく場裏、クレー

ムの書〃●

2．大場－Iビング義貞食物は字義網Iこ基づく器機の意場くず叉は○○代要人としての意義）の全能叉は－農事、
〇番くら）l：配置する着意会社に重雄でさあことと、乙は豪農した．

篇2番（後篇動置購）
1．着は、＊録章と奪農相こ責める筆録にて賀きし、乙はこれを青嶋する●
2．，乙轟0人〇着l章これを錐麟機外のさ的（こ登用してはならをい．
3－　乙は入電書に持し、筆録重義び重富、意義置、義農場（以Trを農場」とヽ弓）の義用筆に軸する乙の後
書き、種守き書きl，九は¢ら¢い．

4．乙は、＊篇事後びIこ事場裏〇番農機購青倉とその事集の照瑳IC競い後事を書軍書の経費をあって簾越すあ
lのとし、櫨葉書績細管書を章亭する．また乙は、冒叉は軍後場の後置書か書表土を嘉を事項（以下rt浸
徽章」という）を定め、これを乙に寒露叉は折合の場刑こ鱒零した●lおこれを後車しらけ九はならをい，

築き象（義持細細事び義持の豊後）
1，＊要録の義持舞置隊、類書（3）のioとする．乙坤賢着を意義する場合は病置物71ケ月後事でにでの
置き大病IIピンク篤実会社へ書し出会I｝れげならoい．事義持は、乙が東書（4）の東筆録を〃に支払い、
すが後示す書重傷を景教書簡したとき、重篤きれる●のとする．

2．乙は軍費銅f筆意した購、漢書（4）の要篇裏書手義持を、教書くる）の重電支社（富営農櫨の麗筆がな
いとaii賞富農農の甲の代書人）に支払う．

篇l象（置嶋・美豊後の支縫い〉
1．（乙は．裏書（1）の鴨農にはい、支払細表書で越後寄、費鰻重を〃禦費の口裏筆書にて要義beけれ1番な
らない＿mL、著大義持●で口重後事が不可置き場aIま、Tの事後を農で漢書（●）露農の中農足の裏職農
葵口車へ後laotOとする●

2．＊要録細重文慣購了篇lニ£lle、1′Mに賀意ない賃農具が美嚢賃は、l′購寄書日義に喧じて動暮した

3．9線寵h籍卸濃筆書裏書楓で置庫なにかえ細は蓬めて細原義t鼻精し食い●
1．∴後場、異義着筆（義照持、賃調書筆書ao）隊持書青書とし、その持●ま鴫責青白）篤農の食事後冒持
合ロ露とする．き、後詳教書．口裏後着手後青書、遺書着刷は乙の後遺とする．

重き暑く重な賃の農機・教職の持後）1露詫笠雑事諾終端離散　i霊霊能摺請鞘も織講書
重し、後篇と合暮しで支払人

2．乙はすの持合する徽章大農重賞倒置網付の住を登倉持農場食l抽入でeeoとする。

篤6青（重機・費は農・書の備後青嶋の強食）　　　　」．－

。持群駄許嫁駕経諾絵謙藻黙認駕読流謝
意l徽（i農機青書）

乙が、賃鴨・費農具・教義・食管鱒、又は筆書着筆全種び章書籍軍書、義持絡丁復の登用類書登、をの農事

薄絹酪語羅藍盤勝瑞耀撼髄濡濡鵜華
であ．

購l嘉（教会）
自　己櫨、軍費網から生じる機番の越優として、軍費鴨篇鱒と郵鴫に教書（l）に馨重め細筆をrIこ績I†入れ
tものとし、管はp〃中継網軍書でこれ書類かeboとする．

萄胤離轄鵠謹慰謝濫掘諜漉諜㍗義金暮合筆鵜一二よ河出L
a．乙は、軍費書tel†暮す義でのM、教書を●って義持、美整費その鴨の機種と物種を主義することができ

；・一議書籍離鴇繍離瑞謹散漫漣溜齢鵠競諜諒
篇持場義教照その輸乙が賃おすべき裏書を差し引き青書し、その購細さ乙に葉やかに番義すらものとする．
青、教書に不足がまじととらは、不足分i細に実録もむければきちをい．

6　農書籍篇豊壌筆後置細筆違えとし．後生事後購I章、乙の食後とする●

意掲鮮碧寵嵩…血中が＊要凧の絡介入叉。購薄．。蘭書蹄で8．。とを乙は予。

鵠擬灘轟讃議露犠器∵・
告詫一粘措欝鵜謝謙掬撼紫掴・
5．番農場が煩篇し、叉は細筆する霧九があることを簿具した場合．
6．乙轟が人各章全量が30日瓜土筆貴重を不轟にするとき．
7．書の置甲が¢要となめた事績．

禦il筆〈義人要録）
1．乙が法人の場合は細書入管筆書要細電農の番のみき人言させ●ものとすら。入電奮fe要でも場合（書、事
物に車の筆録を絡むi†htfなら8時・．

2．乙は入言寄に軍費嶋、経書事項車重書、置軍費重曹種寺させをilれtfならない．
3．軍費持持す巾二は、乙は入寄書を亀も葉か書で事青書を婁会に京lI重さ的†九は摩らない●

篇12置く○の立入後）
1．曹叉は亨が縛に購足した基は．軍費重の義置録の農機、絡教義事後録着種上砂要があら場合、予め乙又は
人馬番Iご竃重しで筆録劃こ立ち入り、重義に着重を簾でもことができる．

2．i看貫録亨かきくこ絡ました章は．TEの場合予め乙又購入層着Iこ登録することなく筆録重に亀ち入り、筆意
に物置を購することができる．
⑲事後重の籍農作、鮭置＄の点強、要義、義援轟がそれらの義持、接種、叉は簡重、職級筆のため輩あを要

すあ場を．

⑭鶴◆lこ基づ豊富食事が立ち入le食め倉持を．
㊥乙又lミス〇着外書へ予め竃競すらこと磨く軍費if30田虫上布傘にした場合．

3．購2Mlこか－て、○○後置嶋より豊じら更意に持し、乙種が人膚書は一切仝細さ輸暮しをい．

暮13嘉〈9の重賞事績轟び費録の簾了〉
上　書は、火災・農水書・後災・義義一での輸○○費に郵すべ年寄寄以外で乙種が大層書あく購った機番に持し
てはての青書購わないtoとすら。

2．嘉置場が郵重文は実災輸費、火災．その後線番にふ0着重し農場の着用を食ったとき、あるいは着意書直
か○筆、公美事章後備のたあ章重富が億持され貫は持越eM置き九重農機要鴫を義持でさらくら〇七とさは、
事震動（章義持に継Tfe．

3．＊農場が爽快置費、火炎、その継父章で重複し、農場（こ事大〇着照のかかるとき、甲の乙へのi加こより
＊粛納ま基線に鱒ですあ．

重器霧繁採譜緒終嵩凍鵠轄離籍整普鷲盤！罵発露隷苔
とする。

篇15重く農止軍書）
）．乙轟け入管筆触、実の書き縄簾当する行書としてはららない．
⑪事重賞の仝郵叉は一教につき、賃種物t教義、鴨農すあこき叉購重機人名義書劃〇十もこと。（筆陣使用、

簾観賞置、その億これに着ずる一旬の脊裏書きを）

続封緒毅簿籠掻き諸譜露㍍畿電離群露缶、重量。大きな．息
（ピアノ・大田登細事をab）の持ち墾鼻．

④軍曹重文心事○○種で動輸後書き青すらこと、裏が－嶋鋤Iミ持ち込むこと．
⑩細筆、後置．重力、後場を後篇など職の人員基文庫重賞に重義ときる希書、篇生上場重な簡場、＊置物に
書を種‘珊基、注農事類書教書に虞する請書．　　！

㊥＊貴重の場裏義．纏ま、農場義を、豊能の義教、文庫、＊農場Iこ工備後寄書重し、あるいは要録と費要す

2空諸藩拉経営鴇親電諾黙読鑓話して隊さら。い．　　＋

．ぷ、．擢耀鵬塩謙雅諸勝灘鞘謀絹轄親鶏鷺
はlちろん、臆した輸豊能、棲細筆の責重りを事に射し細事することはでき会い．

篇17後1重力粛後置の購輸）
実の年場の‾に議事したと年は、ra青嶋の後書き嘉を丁重昨季置物審検車すらことができ、この場を乙

は＊賛意を暮らに嶋け重き81†hIfoら食い．
1．乙又は人格章が、重力はその後筆力嶋筆田の購農具l Lく鑓峰青書置あるいはその後重力鴫細田に直人し
ていること州境したと8．

2，年置物に霊力田その後農力持葉蘭であることを義鋤きを8、年持、名義、後置、代鱒、録打徽これに細徽
するものき購示又は後入したと裏。

細11置く書の興部職lO
乙が、実の書裏に簾差した場合録、？は、寄書の置書書義軍で暮らに＊真鯛を購農することができろ。この

場合、ebt後書き曇）たとき偶．中は乙に持してその機番輸徽章細事できろ。？の寄鴨篤農にtl乙が徽章を
後事ことがあってl中隊での賃と簾bさい・。
1．着籍その後、奪要録上の職重さの支恥、を2ケ月偶上葉物したとき●
2．賃絡筆徽章の支支い審しばしは重篤し、書の豊を神事要録にsile？、乙○のき績葵傭寄書すると纏めら

れたとき．
3、着農．重義霧、年膿．入寄書との●分質儀、容儀人教書につき、入着喜連t愚か＊支持案tiこ登録も露農

一読結整数競露増結瀧耕謹就、義持複合営農したとき・要職鴫鱒i（帥‘

i：課嵩惣薬禁裏盟ざ緩擢誌鮮紅たとし珊鉦も軸高書
71蓉人であミ乙嶋つ・・て・義信鴫引物止・髄・隼書職坪・購機構篇・会社要塞の寄食を登頂とき・

書籍藷籠藷諸　事紫誰畠
篇10書く能動）　　　　　　　　　　　　　　　　　I
乙、火裏書貫くiその筋青書の継重文は基具により、軍費i又心事後篇に酸類、潜柵、篤簾での後置書を与え

た章命は、乙は暮らに後置を後篇しま17れ録をらpt、．遁細やpt青雲章に後書きすふたと80、での一句の
機番t検事が農機しなI）九は¢らない・　　　　　）

亨．2浅総務掬能書き訪韓重し宣叉を間置・働・機・舶・軍書書の
2践灘瀦藷盤嵩出精恕盟批難激）書棚裏1
3．持物から○農大重文は後三年によって象青書の義持ラス、r7、置六書を種類された場合は、印こ書け戦
え機乙の賃後にで鴬iするlのとすら．

●．乙は．軍費重に農機・筋細が生じていること文庫生じも曇れがあることを鶴亀した場合、韓鼻から7B牒
内に車に細さしなければ食ら会い．乙がこれIこミ虚したときは．＊着筆に生じた叉は義大した機番についで
櫨乙が場裏筆書を食い、この場合夢心乙に生じた徽章について車検重義家賃めまいものとすら．

篇21築くM‘l重し、軍機ga筆書、重刷後書登）
1．乙鴫．軍費竃からの義春に農して、印こ持して亀も連年尊書の輸ささの細億にかかわらず、一機の〃意を
すること韓で裏をい．

2．番震動が集TLtとさけ、乙は暮らに＊青書書き己の賀意と重任に鱒いて、1の強電する基にで着工し、
事録Iこかして種に要重しをIlh録をら¢い．

3．番要請後かとき嶋に乙が軍費教書農地I二億きないときは、中は．自ら鱒豊能を後会し．かつ農機・義教
慶び乙の持病を長鳥方婆にとlまう復興を筆書し．これに要した賃凧t乙に青書でもことができる。

4．番義持が鞭TL、乙が事後重e発け暮した後に筆録重寄又単車後納に強置したloがあるときI章、亨は、
乙かその京青物を録暮したlOとみ会して任章にこれを登介し．これiこ要した重病を乙代置象すらことかで
きろ．

5．事実付録で機l乙が＊青書を書け着ききいときは、真綿絡すさの長田から連合の日暮で、賃録の2後篇の
伽標章豊fTに賀意しか†九ならら●、・冒叩一書た機番†こ細説上きると靴・乙I坤の標章細食後
を義教し¢Il丸は食ら食い．

篇22青竜後篇嶋）
1．義持購賞郎こ乙轟く購録細り重しを築後すらときは、青め青物901ケ月場裏でlこすくこかし書○さらって青
銅を●し入れをI）青はならか、．この場合、軍費絡鮭青物寄書もって持Ttも．

2・乙が、購録のきし入れとともに書のきし入れ甘鋤簾の1ナ角倉の賃鴨病後徽章i絡豊として支払うことに

？．喜縄穏審綾織電志し場裏壷。着意．肘．機．請．車．事の青嶋は乙。賃鰹とする．
2．筆録纏の鴨け義しに簾主筆の裏書え、後の複書え、ク〇具の裏書ふ豊嶋クリーニングfOIこて行い、
こ水に要でも農相は、aIごて筆録賀田でelOとする。

3．着書類慮外の重録の接番え、捧持の接着ええは能義、その後＊鱗豊嶋の活着、農機、義教、●真筆につい
でlt、甲が録でもところにより絡震・賛置き青い．その後照について．乙は重患分を支握うboとすら。

簾21象（i調鱒人）
1原隊、軍費持上の乙の後継徽章、相生後車裏書、事後章竃霊重義、裏鉄e徽章着筆、軍費請う基づく乙の
Tlこ持する後篇鮭つき乙と暮持して置布の章を青1．

2．京成、縫合蒙篇あるいは合筆蒙農機の築館についても置き費うものと＋4．
3．乙が、軍費重の易く？義しの農、軍費後納二義重し七〇着lこついては、青が乙lこ代わって執事さらのとし、
動意の引慮りに要した後篇は青の賀録とする●

4．細が、青書葉書鯛賢人として不霊書とためたときは、乙は、重もIこ後の葉書後置人事i優しでOo重賞Iこ
よる意葉書録むけ轟はならをい●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（

53－乙l綱に対し、季徴筒の場細筆、置行貫け轟かにMでも代書物置育種与するものとし、Mは軍書して賃を
置うものとする．

購25置く置大観細のniI重い）

葦識罷裏溺終盤ま霊：殺鵠縫駕採鵠銃蒋詳琵車
中

（こ基づ事
に日章ナ

滋舶ふふふ憤調書。書に書父性？の代表人の重重叉（地暮す摘心車軸串握
と、霊夢Iこき後置刷物教義〇、での地教会置一二よ17で寄越されること●

⑧軍費筒の後篇登録費書き、乙の絡ますe宣教事績のn営to・口重後●筆触口重用意し書簡かこあたっ
て、乙の競合する審支線いり農機徽章大集りピン州齢が棚すること－

ること．

命、鞍◆

青書社の

場、裏書震調書筆の築け書簡う●同職の臓として乙展が大鵬の後人備後議場‡当曾如

意26置く会意○○）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I

認鰭諾欝幾謹驚器蟻講諾龍鞘露
は寄書した．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

篇27置（食後細のtt、後置後置）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ll㌶搬紫灘・激職洪掲繍摘を
を賃も食い．

2　0叉檎〃の備細大の場実もしく（豊年後場の細筆（こよい書置くこよる章細筆の農機が生じです凄いし中の代
9人に〇億置簾が生じた場合譲、〃ないしTの代書人の重　複mm義教請書賀場の農機についで3万円を
工機とする●

義かe置く籍鴫・持寄細事）
教書（6）電農のとおりと十も。

京葉l‾置き大農健の小農農一重裏

醤欝鶉鶉攫麗寵撥韓韓
ただし、タ′くさのヤニによる青ばみやつゲ筆の賃後人の筆意、遺失による徽章は亀青細事にかかわりをく教
書人後櫨とすら．●人後櫨とすら．

魯 賃I H �義Mかインターかン・チャイム、義持くさ亀持）、下書籍、暮し曾セット　ttビ意プ高 藻撥擬 ハンが－レール、霊、後・声裏．年賀スイッチ轟げそのカ′く－ 

カーテンレール 

〃 （嶋 田 �農重機、賞・置、各賞重義・書億・間鴨具、ゴムパッキン〈成田書）、細ロ．農、持ラカ 

①



．二軍　　　　　　貸室賃貸借契約書∴∴∴∴∴壷証塑一一一上

搬入“心的という）と船人はす「乙」と叩｝震吃房醐稀竃ふく西風かう）は・、劃

（重）に糎義する鱒尊く以下陣賃封という）につ富lて、あげの魯集墳により貸室賞賛的拙く以下町境的」

という）書筆録し．その要しとしで本書を俺虚し、名寄書名鰹節のうえ、保有ずら

華 、幸 ．．．示 �・紙：魯埠． ��．－「　　　　　　町‾“　　　　　　　　、〃■臆軍 �����！．・ iゝ，・ “言圭 、ト ．‘一高 こな 車重・ユ ��「大農鳥事載書庫置すげ7丁露出 

ユ義・り‥－ ��lLDK　∴ ��、軍有毒義 ��折．館寄 

篇∴∴i蓋 ��重義農事竃 ��ー赦暗肴薯 �� 

憤 �章貴人（恥： ��．木南 �リビング簡式会社 �己椀櫨敵的 ��〃葛葛m． 賃後人〈乙） ��、葛賀00m ��i塙‘繍動機 �� 
i（3） 脅・ �義持軸○∴ ��平成t8年！2月勝田から平成加筆12胸郭日まで境南 

善一 �月 書 �賃料 ��6！．o00円 �生後農機 ��三義軍薫UPI義行 

舞嘗農 ��5，m0円 �店　　　名 ��徽章篇東電 

由 �裏金　‘ ��害鍵 

円 �田崖番号 ��調け饗連4” 
∵∵∵噂 �亭 �申す �〕”倣●カ”（）章ンII汚ン 
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露 �事 �方挫 �自重口車竃義∴上島ロ重義遺言・ 

月簾合着 ���掛‥同峰円・ �吏舶鴨 ��長月分を当月末Hまでに支払う二 
持主 ��上里や：申 �．ノー �寄食 �隼14．的的鋼虚軸的抽〃n相調・i 
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蒔 全 � ���l 
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⑲中農か乙は．持病の着電lこ基づき乙が行う教職回復の動機について教義でろlめと1万二1一 　　　　　書・● 　　“棚案純綿帥噛 
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実動筆鰯H
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賞賛人魂響
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書類差付舞 
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・艦込名義人 
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